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特集
　

後
に「
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
」と
も
呼
ば
れ
る
蔦

屋
重
三
郎（
通
称「
蔦
重
」）は
、
現
在
で
い
う
出
版

社（
版
元
）を
営
み
、
数
多
く
の
洒
落
本（
主
に
遊

所
で
の
遊
び
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
話
を

楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
実
用
的
な
遊
び
方
指
南
や

一
種
の
ガ
イ
ド
本
と
し
て
読
ま
れ
た
も
の
）、
黄

表
紙（
古
典
を
も
じ
り
、
洒
落
な
ど
を
交
え
て
風

俗
・
世
相
を
漫
画
的
に
描
き
つ
づ
っ
た
も
の
）、
浮

世
絵
な
ど
を
企
画
・
制
作
・
販
売
し
ま
し
た
。

　

１
７
５
０
年
に
吉
原
で
生
を
受
け
、
幼
い
こ
ろ

に
両
親
が
離
婚
し
、
喜
多
川
氏
の
養
子
と
な
り
ま

し
た
。「
蔦
屋
」は
喜
多
川
氏
の
屋
号
で
す
。

　

１
７
７
３
年
に
吉
原（
当
時
は
新
吉
原
／
現・台

東
区
）で
書
店「
書し
ょ

肆し

耕こ
う

書し
ょ

堂ど
う

」を
構
え
て
小
売
り
を

始
め
、
１
７
７
４
年
に
板は
ん

株か
ぶ（
本
を
刷
る
板
木
を
所

有
し
出
版
で
き
る
権
利
）を
取
得
し
ま
す
。「
書
肆
」と

い
う
の
は
本
を
出
版
し
、
売
る
店
の
こ
と
で
、
当

時
は
本
屋
仲
間
と
い
う
株
仲
間
※
の
構
成
員
で
な
け

れ
ば
本
を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

小
売
り
か
ら
版
元
と
な
っ
た
蔦
重
は
、
同
年
、

初
の
刊
行
物『
一ひ
と

目め

千せ
ん

本ぼ
ん

』を
発
行
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
遊
女
の
評
判
を
木
蓮
や
ワ
サ
ビ
な
ど
の
挿
し

花
に
例
え
て
紹
介
す
る
と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
評

判
記
で
し
た
。

　

１
７
７
７
年
に
は
書
肆
と
し
て
独
立
し
、
数
多

く
の
戯げ

作さ
く（
洒
落
本
な
ど
の
読
み
物
の
総
称
）や
狂

歌
本
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

吉
原
で
版
元
と
し
て
の
地
盤
を
固
め
た
蔦
重

は
、
版
元
の
老
舗
ひ
し
め
く「
日
本
橋
通と
お
り

油あ
ぶ
ら

町ち
ょ
う

」

（
現
・
日
本
橋
大
伝
馬
町
）に
進
出
し
ま
す
。
１
７

８
３
年
に
地じ

本ほ
ん

問ど
ん

屋や

を
営
ん
で
い
た
丸ま
る

屋や

小こ

兵へ

衛え

の
店
と
地
本
問
屋
株
を
取
得
す
る
と
、
実
父
母
も

招
き
耕
書
堂
を
本
拠
と
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
数

多
く
の
著
名
作
家
を
見
い
だ
し
て
い
き
ま
す
が
、

徐
々
に
出
版
業
界
に
も
暗
雲
が
立
ち
込
め
ま
す
。

　

18
世
紀
後
半
の
江
戸
文
化
の
隆
盛
の
背
景
に

は
、
当
時
の
世
相
が
関
連
し
て
い
ま
す
。
老
中
田

沼
意
次
は
、
吉
宗
時
代
の
増
税
路
線
を
転
換
し
、

商
業
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
で
財
政
を
立
て
直
そ
う

と
し
ま
し
た
。
株
仲
間
を
奨
励
す
る
な
ど
、
商
人

か
ら
運
上
金
を
取
り
立
て
る
こ
と
で
広
く
薄
く
課

税
を
し
た
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。
江
戸
の
町
で
は

貨
幣
経
済
が
発
展
し
て
豊
か
に
な
り
、
商
人
を
中

　

江
戸
時
代
は
2
5
0
年
以
上
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
が
発
展
。
現
在
大
河
ド
ラ
マ
で
も
話
題
の
蔦
屋
重

三
郎
の
生
き
た
時
代
は
、
町
人
を
中
心
に
歌
舞
伎
、

浮
世
絵
、
そ
し
て
出
版
と
数
多
く
の
文
化
が
育
ま
れ

ま
し
た
。
版
元
と
し
て
多
く
の
作
家
を
見
い
だ
し
た
の

が
蔦
重
。
現
在
の
九
段
北
や
外
神
田
に
居
を
構
え
た

曲
亭
馬
琴（
滝
沢
馬
琴
）も
そ
の
一
人
で
し
た
。

娼妓と将棋をかけた京
伝の洒落本。風俗を乱
すとして罰せられた
（山東京伝『手

てく

段
だ

誥
つめ

物
もの

娼
しょう

妓
ぎ

絹
きぬぶ

籭
るい

』国文学研究
資料館所蔵）

歌麿は一時期蔦重の専属だったが、後に
他の版元からも出すようになる。同じよう
な出来にはなっておらず、版元によるプロ
デュースがいかに重要かが分かる
（喜多川歌麿「寛政三美人」メトロポリタ
ン美術館オープンアクセス）

写楽は役者の特徴を誇張して描き、表情
やポーズもそれまでにないユニークなもの
であった
（東洲斎写楽「三代目大谷鬼次の江戸兵
衛」メトロポリタン美術館オープンアクセ
ス）

江
戸
の
メ
ディ
ア
王「
蔦
屋
重
三
郎
」が
見
い
だ
し
た

江
戸
時
代
屈
指
の
長
編
作
家

曲
亭
馬
琴

蔦
屋
重
三
郎
と
は
何
者
か

江
戸
書
肆
街
の
中
心
地 

「
日
本
橋
通
油
町
」

築
い
た
財
産
が
半
減
の
危
機 

松
平
定
信
の
出
版
統
制

を
受
け
ま
す
。
過
料
の
金
額
は「
蔦
重
の
財
産
の

半
分
」と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す（
諸
説
あ
り
）。

　

そ
の
後
の
蔦
重
は
、
錦
絵
に
目
を
向
け
ま
す
。

喜
多
川
歌
麿
の
美
人
画
と
謎
の
浮
世
絵
師
、
東
洲

斎
写
楽
の
役
者
絵
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
市
中
で
大
変

な
人
気
を
博
し
た
も
の
の
、
出
版
業
界
は
冬
の
時

代
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
路
を
見
い
だ
し
た
蔦

重
も
不
採
算
事
業
の
売
却
な
ど
事
業
の
立
て
直
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
し
た
。

心
と
し
た
町
人
文
化
が
発
展
し
ま
す
。
江
戸
時
代

は
庶
民
の
識
字
率
も
高
く
、
貸
本
屋
で
安
価
に
本

を
貸
り
ら
れ
た
た
め
読
書
は
人
気
の
娯
楽
で
し
た
。

　

し
か
し
、
天
明
の
大
飢
饉（
１
７
８
２
年
〜
１

７
８
８
年
）な
ど
の
影
響
で
幕
府
が
再
び
財
政
難

に
陥
る
と
、
次
に
実
権
を
握
っ
た
松
平
定
信
が
吉

宗
の
享
保
の
改
革
を
モ
デ
ル
に
寛
政
の
改
革
を
行

い
ま
す
。
比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
出
版
業
は
厳
し

く
取
り
締
ま
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１
７
９
０
年

に
出
版
統
制
令
が
出
る
と
、
翌
年
に
は
山さ

ん

東と
う

京き
ょ
う

伝で
ん

の
洒
落
本
が
風
俗
を
乱
し
た
と
し
て
罰
せ
ら
れ
、

蔦
重
も
そ
の
著
書
を
出
版
し
た
罪
で
過
料
の
処
罰

く
じ
け
な
い
蔦
重 

美
人
画
と
役
者
絵

細見（ガイドブック）としての実用性は乏しかったが、豪華な装丁で遊女な
どには人気だった
（『一目千本』国文学研究資料館所蔵）

葛飾北斎が描いた耕書堂。残念ながら蔦重没後のもの
である
（葛飾北斎『画本東都遊3巻』国立国会図書館デジタルコ
レクション）

※株仲間　
当初は同業の問屋による集団で、株式所有で構成員と認められた。享保
の改革では冥加金（上納金）を納める代わりに販売権独占が与えられた。
意次の時代は積極的に公認され、幕府の現金収入増と商人統制に重要
な役割を果たした。

千代田区コールセンター　☎ 03ー3264ー3910 　令和 7年 2月 5日号（2）



特集
　

蔦
重
が
育
て
た
作
家
の
一
人
が『
南
総
里
見
八

犬
伝
』を
書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
曲
亭
馬

琴
で
す
。

　

馬
琴
は
、
１
７
９
３
年
か
ら
１
８
３
６
年
ま
で

区
内
に
居
を
構
え
、
執
筆
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
蔦
重
と
親
交
の
あ
っ
た
山
東
京
伝
に
弟
子
入

り
を
志
願
し
た
も
の
の
、
初
め
は
断
ら
れ
ま
す
。

後
に
親
し
く
出
入
り
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
１
７

９
１
年
に
は
当
時
流
行
し
て
い
た
壬み

生ぶ

狂
言
を
題

材
に
、
黄
表
紙『
尽
つ
か
い

用は
た

而し
て

二に

分ぶ

狂き
ょ
う

言げ
ん

』を
刊
行
し
、

戯
作
者
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
こ
の
頃
は
出
版
物
冬

の
時
代
。
こ
の
年
、
山
東
京
伝
の
洒
落
本
が
風
俗

を
乱
し
た
と
し
て
罰
せ
ら
れ
、
京
伝
は
戯
作
を
控

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
馬
琴
は
、
１
７
９
２

年
に
刊
行
さ
れ
た
京
伝
の
黄
表
紙『
実じ
つ

語ご

教き
ょ
う

幼お
さ

稚な

講こ
う

釈し
ゃ
く』の
代
作（
本
人
に
代
わ
っ
て
作
品
を
作
る
こ

と
）を
手
掛
け
て
江
戸
の
書
肆
に
知
ら
れ
、
頭
角

を
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
年
に
は
、
蔦
重
に
見
込
ま
れ
、
手
代（
番
頭

と
丁
稚
の
間
の
職
で
商
店
で
主
に
接
客
に
当
た

り
、
経
理
や
営
業
な
ど
も
行
う
）と
し
て
雇
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
７
９
３
年
に
は
、蔦
重
や
京
伝
に
勧
め
ら
れ
、

元
飯
田
町
中
坂（
現
・
九
段
北
一
丁
目
）世
継
稲
荷

（
現
・
築
土
神
社
）下
の
履
物
商
の
婿
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
履
物
商
売
に
は
一
切
興
味
を
示
さ
ず
、

手
習
い
を
教
え
た
り
、
長
屋
の
家
守（
大
家
）を
し

た
り
し
て
生
計
を
立
て
、書
を
学
び
な
が
ら
噺
本
・

黄
表
紙
の
執
筆
を
続
け
ま
し
た
。
義
母
が
亡
く
な

る
と
履
物
商
を
や
め
て
し
ま
い
、
１
７
９
６
年
か

ら
本
格
的
な
創
作
活
動
を
始
め
ま
す
。

　

１
７
９
６
年
に
蔦
重
の
耕
書
堂
か
ら
刊
行
さ
れ

た
読
本『
高た
か

尾お

舩せ
ん

字じ

文も
ん

』は
馬
琴
の
出
世
作
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
蔦
重
は
体
調
を
崩
し
、
翌
年
１

７
９
７
年
に
47
歳
で
没
し
ま
す
。
馬
琴
は『
近き
ん

世せ
い

物も
の

之の

本ほ
ん

江え

戸ど

作さ
く

者し
ゃ

部ぶ

類る
い

』で
、
蔦
重
の
死
因
は
脚

気
と
伝
え
て
い
ま
す
。
脚
気
の
原
因
は
ビ
タ
ミ
ン

B1
不
足
。「
江
戸
わ
ず
ら
い
」と
も
い
わ
れ
た
こ
の

病
は
、
都
市
部
で
白
米
中
心
の
食
生
活
に
な
っ
た

こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
汁
一
菜
が
基

本
の
食
事
で
白
米
に
偏
っ
た
食
生
活
が
ビ
タ
ミ
ン

B1
不
足
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
ち
な
み
に
明
治
時
代
に
は
全
国
的
に
白
米
食

が
広
が
り
、脚
気
は
国
民
病
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

１
８
０
７
年
か
ら
刊
行
し
た『
椿ち
ん

説せ
つ

弓ゆ
み

張は
り

月づ
き

』で

は「
富
嶽
三
十
六
景
」な
ど
で
有
名
な
葛
飾
北
斎
が

挿
絵
を
描
き
ま
し
た
。
北
斎
は
馬
琴
の
家
に
一
時

居
候
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
作
品
を
作

り
ま
し
た
が
、
挿
絵
の
内
容
で
口
論
も
絶
え
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
読
本
の
挿
絵
は
従
来
と
は

異
な
り
、
複
雑
な
内
容
を
表
現
す
る
適
切
な
場
面

描
写
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
作
者
が
下
絵
の
イ

メ
ー
ジ
を
描
き
、
絵
師
が
そ
の
下
絵
ど
お
り
に
描

く
の
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
北
斎
は
下
絵

ど
お
り
に
は
描
か
ず
、
ア
レ
ン
ジ
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
馬
琴
は
、
北
斎
が
素

直
に
描
か
な
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
左
右
の
人
物

を
逆
に
し
た
下
絵
を
渡
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

　

口
論
を
し
な
が
ら
も
多
く
の
作
品
を
残
し
た
二

人
で
す
が
、
後
年
で
は
確
執
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
お
互
い
優
れ
た
芸
術
家
だ
か
ら
こ
そ

ぶ
つ
か
り
合
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

馬
琴
の
作
品
の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
と
い
え

ば
、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』。
同
作
は
全
98
巻
、
１

０
６
冊
の
長
編
読
本
で
、
１
８
１
４
年
の
刊
行
か

ら
１
８
４
２
年
ま
で
の
28
年
の
月
日
を
か
け
て
完

成
さ
せ
た
大
作
で
す
。
5
巻
で
１
輯し
ゅ
うを
基
本
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
全
体
の
半
数
以
上
を
第
9
輯
が

占
め
る
と
い
う
異
様
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
馬
琴
が
陰
陽
道
の
陽
の
極
数
で
あ
る
９

に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す（
一
部

上
下
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
巻
数
と
冊
数

は
合
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
）。
物
語
は「
回
」に

区
切
ら
れ
、
上
下
回
に
分
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
な
ん
と
第
１
８
０
回
は
5
分
割
さ
れ
て
い

ま
す
。
執
筆
は
長
期
に
わ
た
り
、
馬
琴
の
視
力
が

徐
々
に
衰
え
、
１
８
４
０
年
に
は
本
人
に
よ
る
執

筆
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
以
降
は
息

子
の
嫁
の
路み

ち

が
馬
琴
の
口
述
を
筆
記
し
ま
し
た
。

八
犬
伝
以
後
も
路
を
筆
記
者
と
し
て
執
筆
を
続
け

ま
し
た
が
、
作
品
の
完
結
を
見
な
い
ま
ま
、
81
年

の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

発行元として蔦屋重三郎の名が記載されている
（曲亭馬琴『高尾舩字文』国立国会図書館デジタル
コレクション）

北斎の技で描き込み細かく描写されている
（曲亭馬琴『椿説弓張月』国立国会図書館デジタルコレクション）

第1巻最初の挿絵。28年のうちに絵師だけでなく、版元も何度も替わっている
（曲亭馬琴『南総里見八犬伝第1集巻1』国立国会図書館デジタルコレクション）

馬琴年表
1767（明和4）年 松平信成の用人、滝沢興義の五男として生まれる
1790（寛政2）年 山東京伝に入門（弟子ではない）

1791（寛政3）年
京伝門人大栄山人名義で『尽用而二分狂言』を刊行。
手鎖50日の刑を受けた山東京伝に代わりいくつかの黄
表紙を代作

1792（寛政4）年 京伝を仲介として蔦谷重三郎の書肆耕書堂の手代となる
1796（寛政8）年 耕書堂から初の読本『高尾舩字文』を刊行
1807（文化4）年 読本『椿説弓張月』刊行（～1811年）
1814（文化11）年 読本『南総里見八犬伝』刊行（～1842年）
1816（文化13）年 山東京伝没
1833（天保4）年 右目の視力が不調となる
1839（天保10）年 視力が急激に衰える
1840（天保11）年 視力を失う。以降は息子の嫁の路が代筆
1848（嘉永元）年 81年の生涯を閉じる

古本まつりとブックフェスティバル
の様子

　書店街といえば神田神保町。しか
し、江戸時代は書肆街といえば日本
橋界隈で、当時の神田神保町には武
家屋敷が立ち並んでいました。明治
時代になって武家屋敷がなくなり、
周辺に法律学校ができると本の需要
が高まり、神田神保町は書店街とし
て発展していきます。現在では、そ
れぞれの書店が独自色を出し、多く
のファンでにぎわいを見せていま
す。秋には古本まつりやブックフェ
スティバルなどで大盛況です。

書肆街と神田神保町

馬琴は当初、『京伝門人大栄山人』の
名で刊行していた
（京伝門人大栄山人『尽用而二分狂言
2巻』国立国会図書館デジタルコレク
ション）

　1793年に婿入り後は
元飯田町中坂に住み、居
宅跡には井戸枠が設置さ
れています。馬琴が硯に
水を注いで筆を洗ったと
され、「硯の井戸」と呼ば
れています。

滝沢馬琴宅跡の井戸（都指定旧跡） （九段北1-5-7）

　1824年に元飯田町中坂から息子の住む外神
田に身を移し、1836年に四谷信濃坂（現・新宿
区信濃町）に転居するまでの12年間ここで暮ら
しました。

芳林公園

区立昌平
小学校

末広町駅

滝沢馬琴住居跡 （外神田3-5）

区内で馬琴の史跡を見る

九段下駅

北の丸公園

区
内
に
身
を
置
い
た

読
本
作
家 

曲
亭
馬
琴

馬
琴
の
活
躍
と

蔦
重
の
死

口
論
を
し
な
が
ら
共
同
制
作 

馬
琴
と
葛
飾
北
斎

馬
琴
最
後
の
超
大
作 

南
総
里
見
八
犬
伝

区役所の代表電話　☎ 03ー3264ー2111（3） 　令和 7年 2月 5日号
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　健康千代田21は、区民の生活習慣
病を予防し健康増進を図るための計
画です。現行の第二次健康千代田21
の計画期間が令和6年度で終了する
ため、令和7年度から令和18年度ま
でを計画期間とした「第三次健康千
代田21」を新たに策定します。
閲覧場所　区のHP、情報コーナー
（区役所2階）、出張所、問合せ先
提出方法　2月19日（水）までに氏名
（任意）、区との関係（在住・在勤・
在学・その他）、意見を記入のうえ、
HP、郵送、ファクス、Ｅメールま
たは直接問合せ先へ
※電話・口頭での意見提出は不可
問合せ　地域保健課健康企画係（千
代田保健所2階）☎03-5211-8163 
FAX03-5211-8190
chiikihoken@city.chiyoda.lg.jp

〒102-0073九段北1-2-14

■第三次健康千代田21（素案）

参
加
者
募
集

１
分
で
で
き
る　
千
代
田
区一斉
防
災
訓
練（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）

　
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、
地
震

発
災
時
の「
自
助
」の
大
切
さ
を
啓
発

す
る
た
め
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

を
行
い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
る

1
分
間
の
訓
練
で
す
。家
庭
や
学
校
、

職
場
な
ど
で
行
い
、
日
頃
の
防
災
対

策
を
再
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　
３
月
11
日（
火
）10
時
〜

訓
練
方
法　
事
前
に
参
加
登
録
し
、

訓
練
当
日
の
10
時
に
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
と
想
定
し
て「
３
つ
の
安

全
確
保
行
動
」を
約
1
分
間
行
う

参
加
登
録
方
法　
３
月
７
日（
金
）ま

で
に
千
代
田
区
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
登
録
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ（
出
張
所
な
ど

で
配
布
）や
区
の
H
P
を
参
照

問
合
せ　
災
害
対
策
・
危
機
管
理
課

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国一斉
情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

　
地
震
、
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
に

備
え
、
防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た

情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す
。
戸
別

受
信
機
と
防
災
ラ
ジ
オ（
一
部
対
象

者
に
配
付
）の
ほ
か
、
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
や
L
I
N
E
な
ど
で
も
送
信

し
ま
す
。
J
ア
ラ
ー
ト
の
サ
イ
レ
ン

は
放
送
し
ま
せ
ん
。

災
害
対
策
推
進
係

☎
0
3
‒
5
2
1
1
‒
4
1
8
7

と
き　
2
月
12
日（
水
）11
時
ご
ろ

放
送
内
容
　「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
」（
3
回
繰
り
返

し
）「
こ
ち
ら
は
、防
災
千
代
田
で
す
」

※
最
初
と
最
後
に
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る

問
合
せ　
災
害
対
策
・
危
機
管
理
課

災
害
対
策
推
進
係

☎
0
3
‒
5
2
1
1
‒
4
1
8
7

いざという
ときの行動を
区のHPで
ご確認ください

令和6年度千代田区
低所得世帯価格高騰
特別支援給付金
（追加分）

令和6年度千代田区
低所得者子育て世帯
こども加算給付金
（追加分）

対象
世帯

令和6年12月13日に
本区に住民登録があ
り、世帯全員の令和6
年度住民税が非課税
となる世帯

令和6年度千代田区低所得世帯価格
高騰特別支援給付金(追加分）の支
給対象世帯で、かつ18歳以下（平成
18年4月2日～令和6年12月13日ま
でに出生）の児童を扶養する世帯

支給
金額 1世帯あたり3万円 扶養している18歳以下の児童1人

あたり2万円
支給
方法 指定の口座に振り込み

申込
方法

確認書または申請書を令和7年4月30日（水）までに返送
※区のポータルサイトでも申請可

問合
せ

価格高騰特別支援給
付金支給担当
☎03-5211-4231

低所得者子育て世帯こども加算給
付金支給担当
☎03-5211-4233

都市計画案の縦覧を行います
ご意見を

お聞かせください

日比谷
公園

東京駅

日比谷通り

大名小路

日比谷
公園

東京駅

有楽町駅

当該地：大手町・丸の内・有楽町 当該地：平河町二丁目

永田町駅

麹町中学校

神田川

靖国通り

秋
葉
原
駅

昭和通り
⑥⑦補助55号線

低所得世帯に対する価格高騰
特別支援給付金（追加分）

　令和6年度の住民税が非課税となる世帯に給付金を支給します。区
で支給要件を確認できた世帯には、案内書類を2月上旬
から順次発送します。手続きが必要な方は期限までに
手続きを行ってください。詳しくは区のHPまたは直接
問合せ先へ。

日比谷
公園

東京駅

日比谷通り

大名小路

日比谷
公園

東京駅

有楽町駅

当該地：大手町・丸の内・有楽町

神田川

靖国通り

秋
葉
原
駅

昭和通り④大手町・丸の内・
有楽町地区（地区計画）

⑤丸の内仲通り
南周辺地区

（都市再生特別地区）

　次の都市計画案の縦覧を行います。ご意見のある区民や利害関係人は、縦覧期間中、意見書を提出すること
ができます。
都市計画案の種類・名称　

縦覧・意見書の提出期間　①②③2月7日（金）～2月21日（金）④⑤⑥⑦2月19日（水）～3月5日（水）
※閉庁日を除く
縦覧場所　景観・都市計画課（区役所5階）、⑤⑦は（都）都市整備局都市計画課（都庁第二本庁舎12階）でも可　
提出先（宛名）　①②③⑥千代田区長、④⑤東京圏国家戦略特別区域会議、⑦東京都知事
締切り　①②③＝2月21日（金）（郵送〈消印有効〉、ファクス・Eメール・持参〈17時必着〉）、④⑥＝3月5日（水）（郵
送〈消印有効〉、ファクス・Eメール・持参〈17時必着〉）、⑤⑦＝3月5日（水）（郵送〈消印有効〉、持参〈17時必着〉、
HP内専用フォーム）
提出方法　都市計画案の種類・名称、氏名、住所、所属（区内在勤・在学者は勤務先・学校の名称、法人その他
の団体は法人・団体名、代表者名、区内に事務所を有する方は事業所の名称）、電話番号、意見を記入のうえ提
出※記入事項に漏れなどがある場合や提出期間外に提出の意見書は無効となる場合あり

■⑥⑦説明会
とき　2月19日（水）14時～、19時～（いずれも同じ内容）
場所　麹町区民館（麹町2-8）

問合せ　①②③④⑥景観・都市計画課都市計画係
☎03-5211-3610 FAX03-3264-4792
keikan-toshikeikaku@city.chiyoda.lg.jp

〒102-8688九段南1-2-1、
⑤⑦（都）都市整備局都市計画課（都庁第二本庁舎12階）
☎03-5388-3225 〒163-8001新宿区西新宿2-8-1

日比谷
公園

東京駅

日比谷通り

大名小路

日比谷
公園

東京駅

有楽町駅

当該地：大手町・丸の内・有楽町

神田川

靖国通り

秋
葉
原
駅

昭和通り ①神田佐久間地区（地区計画）

②秋葉原駅前
東地区

（高度利用地区）
③秋葉原駅前
東地区

（第一種市街地
再開発事業）

①神田佐久間町地区地区計画の変更
②秋葉原駅前東地区高度利用地区の変更
③秋葉原駅前東地区第一種市街地再開発事業の決定
④大手町・丸の内・有楽町地区地区計画の変更

⑤都市再生特別地区の変更
⑥東京都市計画道路幹線街路補助線街路第55号線の変更
⑦東京都市計画用途地域の変更（⑥に関わる一部地域
の変更）

▲⑤⑦専用
フォーム掲載
予定ページ

千代田区コールセンター　☎ 03ー3264ー3910 　令和 7年 2月 5日号（4）区政インフォメーション

麹町の「麹」の字は、文字つぶれなどを防ぐため、略字を使用しています。



都
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
料
均
等
割
額
の

軽
減
を
受
け
る
に
は
、
住
民
税
申
告
が
必
要
で
す

募
集
す
る
住
宅　
家
族
向
け
、
単
身

者
向
け
、
車
い
す
使
用
者（
単
身
・

世
帯
）向
け
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア（
★
）

の
単
身
、
二
人
世
帯
向
け（
居
室
内

で
病
死
等
が
あ
っ
た
住
宅
を
含
む
）

★
手
す
り
や
緊
急
通
報
の
装
置
な

ど
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た
設
備
の
あ

る
高
齢
者
集
合
住
宅

　
令
和
６
年
中
の
所
得
が
な
く
、
国

民
健
康
保
険
料
均
等
割
額
の
軽
減
を

受
け
る
に
は
、
住
民
税
申
告
が
必
要

で
す
。
令
和
７
年
１
月
１
日
に
住
民

票
の
あ
る
自
治
体
で
住
民
税
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。
原
則
、
令
和
７
年

３
月
17
日（
月
）ま
で
に
住
民
税
申
告

が
な
い
と
、
当
初
通
知
は
軽
減
な
し

募
集
案
内
配
布
期
間　
～
2
月
12
日

（
水
）

配
布
場
所　
情
報
コ
ー
ナ
ー（
区
役

所
2
階
）、
住
宅
課（
区
役
所
5
階
）、

出
張
所

申
込
方
法　
2
月
18
日（
火
）（
必
着
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
書（
募
集
案
内

に
添
付
）な
ど
を
郵
送
ま
た
は
H
P

で
の
案
内
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
中
の
所
得
が
一
定
基
準

額
以
下
の
世
帯
は
、
均
等
割
額
を
軽

減
し
た
う
え
で
保
険
料
を
計
算
し
、

６
月
中
旬
以
降
に
令
和
７
年
度
国
民

健
康
保
険
料
を
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　
国
民
健
康
保
険
料
＝
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

献
血
・
ド
ナ
ー
登
録
会
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の

電
子
証
明
書
の
搭
載
は
お
早
め
に

ま
と
め
て
払
う
と
割
引
に　
国
民
年
金
保
険
料
の

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
献
血
と
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

会
を
開
催
し
ま
す
。
献
血
を
し
た
希

望
者
に
は
15
項
目
の
血
液
検
査
結
果

を
送
付
し
ま
す
。

と
き　
2
月
12
日（
水
）・
13
日（
木
）

11
時
30
分
～
16
時（
当
日
直
接
会
場

へ
）※
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

は
13
日（
木
）〜
15
時
30
分
の
み
開
催

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
搭
載
し

た
電
子
証
明
書
が
有
効
期
限
を
迎
え

た
ら
、
新
し
い
電
子
証
明
書
を
再
度

搭
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
の
失
効
後
に
電
子
証

明
書
を
再
度
搭
載
し
た
場
合
や
電
子

証
明
書
が
未
搭
載
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
新
た
に
搭
載
し
た
場
合
、

電
子
証
明
書
の
利
用
が
可
能
と
な
る

の
は
翌
朝
９
時
以
降
と
な
り
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
は
、

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
の
到
達
３

　
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
前
納
す
る
と
保
険
料
の
割
引
が
あ

り
ま
す
。

申
請
方
法　
口
座
振
替
＝
国
民
年
金

保
険
料
口
座
振
替
納
付（
変
更
）申
出

書
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
＝
国
民
年

金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
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問
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割
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構
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覧
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前
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険
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）
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民
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所
1
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）

問
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現
在
マ
イ
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ン
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ー
ド
に
有

効
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子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
て
い

な
い
方
で
、
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す

る
方
は
３
月
14
日（
金
）ま
で
に
問
合

せ
先
ま
た
は
出
張
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マ
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ナ
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ー
カ
ー
ド
に
有
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証
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を
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す
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せ　
総
合
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1
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‒
4
2
0
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・
千
代
田
年
金
事
務
所（
三
番
町
22
）

＝
2
月
28
日（
金
）

■
注
意
点

・ 

引
き
落
と
し
は
1
回
払
い
の
み

・
利
用
で
き
る
保
険
料
は「
定
額
保

険
料
」と「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額

保
険
料
」。
過
去
の
未
払
い
分
や
保

険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る
場

合
は
利
用
不
可

・
利
用
で
き
る
金
融
機
関
や
カ
ー
ド

会
社
、
申
出
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方

法
な
ど
は
、
日
本
年
金
機
構
の
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照
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国
民
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係
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4
2
0
2

か
ら
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へ
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合
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都
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社
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宅
募
集
セ
ン
タ
ー
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0
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8
1
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の
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／
～
2
月
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火
））、
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水
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0
3
‒
5
2
1
1
‒
4
2
0
4
、

住
民
税
申
告
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税
務
課
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税
係

☎
0
3
‒
5
2
1
1
‒
4
1
9
1
・

4
1
9
2

そ
の
他　
令
和
７
年
１
月
１
日
の
居

住
地
が
千
代
田
区
で
は
な
い
場
合

は
、
お
住
ま
い
だ
っ
た
自
治
体
へ
お

問
い
合
わ
せ
を

していません していませんしています しました

給与支払者（会社など）が
給与支払報告書を区役所
へ提出していますか？

確定申告しましたか？

給与のみ
給与以外の収入あり

（2か所以上から給与がある
場合も含む）※1

収入なし
または扶養
されていた

あなたの令和6年1月1日～12月31日の収入は？

申告不要 申告必要 申告必要申告不要 申告必要※2

※1  公的年金などの収入金額が400万円以下で、公的年金等に係る雑所得以外の
所得金額が20万円以下の方も申告が必要

※2  申告がないと課税（非課税）証明書の発行や国民健康保険料、区営住宅使用料
などの正しい計算ができないので、忘れずに申告を

特別区民税・都民税の申告は
3月17日（月）まで

■個人住民税の寄附金税額控除
　令和6年1月1日～12月31日に支払った寄附金のうち、2,000円を超える
部分から一定限度額まで税額が控除されます。寄附金受領証明書などを
添付して申告してください。
　ワンストップ特例制度（★）を利用する方は、申告は不要ですが、医療
費控除などのために申告する場合は、ワンストップ特例は無効になりま
すので、寄附金控除を忘れずに申告してください。
　なお、個人住民税・所得税の両方で控除を受けるには、所得税の確定
申告が必要です。申告書作成は、国税庁のHPの「確定申告書等作成コー
ナー」が便利です。

★確定申告の不要な給与所得者などがふるさと納税を行う場合、確定申
告を行わずにふるさと納税の寄附金税額控除を受けられる仕組み

■対象の寄附金
　地方自治体（ふるさと納税）、住所地の都
道府県共同募金会、日本赤十字社の支部、
住所地の都道府県・区市町村の条例で指定
する団体などに支払ったもの
※条例で指定する団体などは、（都）主税局の
HPを参照
問合せ　税務課課税係
☎03-5211-4191・4192 ▲主税局のHP ▲国税庁のHP

申告が必要か
確認を！

　テーマ・ジャンルは不問で、日本語で書かれた未発表の小説を募集
しています。なお、ちよだ文学賞は今回の「第20回ちよだ文学賞」を区
切りに事業を終了することになりました。今回が最後の機会となりま
すので、ふるってご応募ください。

賞金　大賞1編100万円、千代田賞１編10万円
原稿規格　A4横長の用紙に40字×40行の縦書きで印字し10枚以上30
枚以内
選考委員　逢坂剛氏、唯川恵氏、角田光代氏（いずれも作家）
締切り　4月18日（金）（消印有効）
問合せ　文化振興課文化振興係☎03-5211-3628 FAX03-3264-1466
bunkashinkou@city.chiyoda.lg.jp

〒102-8688九段南1-2-1

ちよだ文学賞の
作品を募集中です

第20回

区役所の代表電話　☎ 03ー3264ー2111（5） 　令和 7年 2月 5日号 区政インフォメーション

☆広報千代田が無料アプリ「マチイロ」または「カタログポケット」で読めます。詳しくは、区のHPをご覧ください☆



シニアおしごとフェア
in千代田区

とき　3月5日（水）正午～午後2
時、午後1時～3時、午後2時～
4時、午後3時～5時（4部制）
会場　ベルサール飯田橋駅前1
階ホール（飯田橋3-8-5）
対象　仕事を探している55歳
以上の方
定員　各部20名（申込順）
内容　求職活動支援セミナーや
企業面接会（10社）、仕事の相
談会
申込方法　HPまたは電話で問
合せ先へ
問合せ　（公財）東京しごと財団
シニア就業支援キャラバン事務
局☎03-6256-9092

一人暮らしの精神障害者支援
夕食会＆懇談会

とき　3月7日（金）午後6時～7時
会場　神保町区民館（神田神保
町2-40）
対象　心の病があり、区内在住
で一人暮らしまたは一人で食事
をすることが多い方
定員　10名（申込順）
内容　同じ悩みを持つ仲間と食
事をしながら夕べのひとときを
楽しく過ごす
費用　200円
申込方法　3月5日（水）までに
電話で問合せ先へ
問合せ　保健サービス課保健相
談係☎03-5211-8175

男性の健康を支える体づくり
〜姿勢改善体操と尿もれ対策講座〜

とき　3月17日（月）10時～12時
会場　かがやきプラザひだまり
ホール（九段南1-6-10）
対象　区内在住で65歳以上の
男性
定員　20名（申込順）
内容　講師（男性）から姿勢改善
と男性向けの尿もれ対策を学ぶ
申込方法　2月27日（木）までに
電話で問合せ先へ
問合せ　在宅支援課地域包括ケ
ア推進係☎03-6265-6485

申し込みの記入例
■注意事項
・往復ハガキの場合は、返信側にも住所、氏名を記入
・Eメールの場合は、件名に催しなどの名称を記入 
申し込み先からメールを受信できるように設定を
・消せるペンは使用不可
■託児サービスを希望する方へ（本文中に記載がある
場合のみ）
・子どもの氏名（ふりがな）、生年月日も記入
■在勤・在学の方へ
・勤務先（学校名）とその所在地、電話番号も記入
■応募時の個人情報について
　厳重に管理し、当該催しなどの開催のためだけに利
用します（区以外が主催のものは、このように取り扱
うように主催者へ要請しています）。

①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢（学年）
⑤電話番号

シルバー人材センターで
一緒に働きませんか

　医療保険と介護保険の両方を自己負担し、
世帯で1年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担額の合
計額が、自己負担限度額（表1・2）を超えると、超えた額が申
請によって支給されます。基準日（令和6年7月31日）時点で加
入していた医療保険者から、支給の対象となる世帯に、国民健
康保険分は2月下旬以降、後期高齢者医療保険分は3月中旬以
降に「申請のお知らせ」を送ります。
計算対象期間　令和5年8月1日～令和6年7月31日の1年間
注意点
・同じ世帯で同じ医療保険に加入している方が複数名いる場
合、自己負担額の合計は世帯で合算（ただし、同じ世帯でも
異なる医療保険に加入している場合は合算しない）

・医療保険、介護保険のいずれかの自己負担額が0円の世帯は
対象外

・超過額が500円以下の場合は支給なし
問合せ　
国民健康保険のこと＝保険年金課国民健康保険係☎03-5211-
4205、後期高齢者医療保険のこと＝保険年金課後期高齢者医
療係☎03-5211-4206、介護保険のこと＝高齢介護課介護事業
指定係☎03-5211-4336

※1 住民税課税所得＝総所得金額－各種所得控除
※2 後期高齢者医療制度において自己負担割合が「2割」となる方を含む

表1　70歳以上の方の自己負担限度額（年額）

所得区分 限度額
（医療保険+介護保険）

現役並み所得Ⅲ
（住民税課税所得※1690万円以上） 212万円

現役並みⅡ
（住民税課税所得※1380万円以上） 141万円

現役並みⅠ
（住民税課税所得※1145万円以上） 67万円

一般※2

（住民税課税所得※1145万円未満） 56万円

区分Ⅱ（住民税非課税世帯であり、
区分Ⅰに当てはまらない方） 31万円

区分Ⅰ（住民税非課税世帯であり、
世帯全員の所得が0円の方） 19万円

※3 基準総所得額＝総所得金額－基礎控除額

表2　70歳未満の方の自己負担限度額（年額）

所得区分（基準総所得額※3） 限度額
（医療保険+介護保険）

901万円超 212万円
600万円超～901万円 141万円
210万円超～600万円 67万円
210万円以下 60万円
住民税非課税世帯 34万円

高額介護合算療養費の
申請をお忘れなく

多くの会員が元気に活躍中！

見守り

管理業務

　働くことを通して高齢者の健康づくり、仲間づくりを
支援しています。公益認定を受けた公共的団体なので、
安心して働くことができます。

・新しいことにチャレンジしたい
・体を動かして健康的に暮らしたい
・地域で仲間づくりをしたい
・社会と接点を持ち、ちょっとした収入を得たい

とき　毎月第2火曜午後2時～、第2木曜午前10時～（当
日直接会場へ）※2月は13日（木）のみ開催
会場　かがやきプラザ4階（九段南1-6-10）
対象　60歳以上の区内在住者
内容　事業概要や仕事内容、入会手続きの説明
問合せ　シルバー人材センター☎03-3265-1903
持ち物　筆記用具、印鑑、氏名・住所・年齢が確認でき
る公的書類

シルバー人材センターはこんなところです！

こんな方におすすめです！

まずは入会説明会にご参加ください

千代田区コールセンター　☎ 03ー3264ー3910 　令和 7年 2月 5日号（6）いきいきライフ

特殊詐欺注意 ◆ATMで還付金は受け取れません！◆区役所職員がキャッシュカードを預かることはありません！



この下は広告スペースです。内容は広告主にお問い合わせください

子育てサポートが受けられる
利用会員登録説明会
時 2月21日（金）10時30分～11時30分
場子育てひろば「あい・ぽーと」麹町2
階「にじ」（三番町7）
対区内在住で、生後7日～小学6年の
子どもの保護者　定 20名（申込順）
内子育て・家族支援者を自宅へ派遣
し、宿泊を伴う保育や病後児の保育な
ども行う、千代田子育てサポート事業
の説明（説明会後、希望者は登録可）
申 2月20日（木）までに電話で問合せ先
へ
問NPO法人あい・ぽーとステーショ
ン☎03-3556-8473
他託児サービスあり（10名まで〈申込
順〉、要予約）

令和7年度参加者募集
千代田区ジュニアテニスクラブ
時 4月～令和8年3月のいずれも土曜
（月2～3回／年24回）10時～11時30分
※7・8月は休み
場外濠公園総合グラウンド内テニス
コート（五番町先）
対区内在住の小学4年生～6年生
定 40名（抽選／継続者を優先）
費 1万2,000円（年間）
申 2月6日（木）8時～20日（木）にHPで
申込方法を確認のうえ、Eメール（6面
記入例参照）で問合せ先へ
問千代田区ジュニアテニスクラブ事
務局・川崎
☎090-1760-2354
chiyodaku.tennis@

ymail.ne.jp

共立女子大学
乳幼児親子グループ「さくらんぼ」
2025年度参加親子の募集
時 4月～12月のいずれも金曜（全10
回）10時～11時30分※開催日はHP参
照
場共立女子大学6号館1階プレールー
ム（神田神保町3-27）
対 6か月～3歳未満児（4月1日時点）と
その保護者
定年齢別クラスで各10組程度（抽選）
内大学のキャンパスで大学生と楽し
く遊ぶ
費 5,000円（1回500円を一括払い）
申 2月25日（火）15時までにHPから問
合せ先へ
問 共立女子大学発達相
談・支援センター
☎03-3237-6397
他千代田区地域子育て支援事業

四番町図書館 おはなし会

時毎週土曜11時～（当日直接会場へ）
場四番町図書館（三番町14-7）
対乳幼児～
内お子さんが本に親しめるよう20～
30分程度の読み聞かせ
問四番町図書館☎03-3239-6357

第2回こども体験教室
蒔絵（まきえ）キーホルダーをつくろう
時 3月15日（土）13時～15時30分
場日比谷図書文化館4階スタジオプラ
ス（小ホール）
対小学3年生～6年生とその保護者
定 10組20名（抽選／区内在住・在学者
優先）
内漆工芸技術の1つである蒔絵の歴史
を学び、キーホルダーを作る
費 1組1,000円（資料代を含む）
申 2月26日（水）22時までにHPから問
合せ先へ
問日比谷図書文化館
☎03-3502-3340 
他代用漆を使用

みりおん家（ち）
ごはんもあるよ
時 2月17日（月）16時～19時（食事提供は17時30分
～）
場アキバ分室開放スペースみりおん（外神田1-1-
13万世橋出張所・区民館6階）
対区内在住・在学の未就学児～高校生とその保護者　定 20名（申込順）
内ボランティアの用意した夕食（カレー）を食べながら過ごす　費 200円
申電話、ファクスまたはEメール（6面記入例参照）で問合せ先へ
問社会福祉協議会アキバ分室☎03-6285-2860 FAX03-6285-2861
akiba@chiyoda-cosw.jp

暮らしのほけん室　九段坂

時 2月22日（土）10時～12時（当日直接
会場へ／出入り自由）
場かがやきプラザ1階九段坂病院医療
連携室（九段南1-6-10）　定 15名程度
内看護師、保健師、助産師、薬剤師
への相談会。処方された薬や介護、子
育てのことなど自由に相談。専門職に
よるミニ講座も開催
2月のミニ講座テーマ　認知症サポー
ターって？
問九段坂病院地域医療連携部・落合
☎03-3262-9316

令和7年度前期かがやき大学
説明会・記念講演会
時 3月11日（火）10時～12時
場かがやきプラザ1階ひ
だまりホール（九段南1-6-
10）
対 60歳以上の区内在住者
定 100名（申込順）
内大学講座の申込方法と記念講演会
「認知症を知る・治す・防ぐ～認知症

予防の時代へ～」について学ぶ
師 山田正仁氏（九段坂病院院長／写
真）
申電話、ファクス、Eメール（6面記入
例参照）または直接問合せ先へ
問かがやきプラザ4階高齢者活動セン
ター☎03-3265-1161
FAX03-3265-1162
kagayaki@chiyoda-cosw.jp

他前期パンフレットは、3月11日（火）
9時から、問合せ先で配布。前期講座
の申し込みは、3月12日（水）から受け
付け

かがやきプラザ高齢者活動センター
同好会作品展
時 2月15日（土）～20日（木）10時～15
時（当日直接会場へ／出入り自由／最
終日は12時まで）
場かがやきプラザ1階ひだまりホール
（九段南1-6-10）
問かがやきプラザ4階高齢者活動セン
ター☎03-3265-1161

いきいき介護者教室（麹町）

時 2月26日（水）14時～15時
場いきいきプラザ一番町（一番町12）
定 30名程度
内歩く姿勢を分析し、歩き方の特徴
を知って転倒予防を学ぶ
申 2月25日（火）18時までに電話また
はファクス（6面記入例参照）で問合せ
先へ
問高齢者あんしんセンター麹町
☎03-3265-6141 FAX03-3265-6138

楽しく学びましょう！ 参加
無料時 2月16日（日）10時～14時（当日直接会場へ／出入り自由）

場岩本町ほほえみプラザ1階（岩本町2-15-3）※マスク着用
内 AED・消火器訓練（10時～11時30分／神田消防署指導）、身近な食材
でアレンジ防災食作り＆自分で味変！
美味・防災食「ランチ」（11時～13時）、
お皿・コップ・防寒具も「紙」で手作り
問東神田町会・増山☎090-1550-8746
他神田消防署・移動式あそび場後援

ボクもワタシもパパもママもおじいちゃんもおばあちゃんも

楽しく学ぶみんなの防災

時 3月1日（土）18時～（17時30分開場）
場 TOKYO FMホール（麹町1-7FMセンター2階）　定 212名（申込順）
内舞踊家イサドラ・ダンカン氏が理想とした古代ギリシア悲劇の本質
に基づき、パンドラの箱に託された希望の光に目を向け、ダンサーや俳
優などで構成するコロスたち（合唱隊）による現代舞踊劇を鑑賞する
費前売4,500円、当日5,000円※区内在住・在勤・在学者は50名まで半
額（証明できるものを持参）
申 2月27日（木）までに電話またはEメール
（6面記入例参照）で問合せ先へ
問アート空間シジィジー☎03-6256-8834
SyzygyTokyo@gmail.

com
他区文化事業助成対象事業

現代舞踊劇公演
「イサドラのコロス：パンドラの希望」

区役所の代表電話　☎ 03ー3264ー2111（7） 　令和 7年 2月 5日号 生活ほっとライン／のびのび子育て
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この下は広告スペースです。内容は広告主にお問い合わせください

ちよだ
スマホ教室

女子中高生必見！S
ス テ ム

TEM分野の魅力発見
オフィスツアー参加者募集

時①3月26日（水）②3月27日（木）いず
れも13時～16時
場①セガサミーホールディングス（株）
（品川区西品川1-1-1）②（株）SUBARU
（三鷹市大沢3-9-6）
対都内在住・在学の女子中高生
定①50名②36人（抽選）
内オフィス見学や女性社員によるパ
ネルディスカッション、
個別質問会など
申 3月3日（月）17時まで
にHPから申し込み
問（都）生活文化スポーツ局男女平等
参画課☎03-5388-3189
他 STEMは科学・技術・工学・数学の
総称

多世代交流ciao！
ひだまりサロン
～パラグアイ伝統レース編み～
ニャンドゥティで交流しよう！
時 2月22日（土）10
時~12時
場かがやきプラザ
1階ひだまりホー
ル（九段南1-6-10）
対 5歳以上の区内在住の方　

時 3月7日（金）18時30分～20時　
場MIW交流サロン（区役所10階）、Zoom開催
定会場15名、オンライン65名（いずれも申込順／区内在住・
在勤・在学者を優先）
内「食」をジェンダーの視点で考えると何が見えるのか。「お
ふくろの味」に隠された意味や日々の食卓の役割分担など、トークゲスト
とともに考える　師湯澤規子氏（法政大学人間環境学部教授／写真）

時 3月8日（土）10時30分～11時30分、14時30分～15時30分　
場MIW交流サロン
定各回親子4組（申込順／区内在住・在勤・在学者を優先）
内絵本作家かこさとしの代表作『からすのパンやさん』を上
映し、絵本の読み聞かせをする。感想やおすすめの絵本な
どを語り合う交流会も行う（10分程度）

1 千代田で考える、食とジェンダー

男女共同
参画センター

の催し
ミ ュ ウ

いずれも
申HP、電話、ファクスまたはEメール（6面記入例参照／2は希望の回も記
入）で問合せ先へ※1のZoom希望者はHPから申し込み
問男女共同参画センターMIW
☎03-5211-8845 FAX03-5211-8846 
miw@city.chiyoda.tokyo.jp

　区民館では、スマホの使い方を学べる講習会や相談会を開催しています。初心者でも気軽に参加できますので、
各回の前日までにコールセンターからお申し込みください。

定講習会＝各回12名、相談会＝各回8名、特別
相談会＝各回6名（いずれも申込順／要予約）　
他持ち物＝スマートフォン（お持ちの方）

2月のスケジュール
場所 開催日 時間 内容

麹町区民館地下1階
（麹町2-8） 2月19日（水） 10時～11時30分 特別相談会

富士見区民館3階
（富士見1-6-7） 2月14日（金）

10時～12時 講習会
14時～16時 相談会

神田公園区民館5階
（神田司町2-2） 2月10日（月） 10時～11時30分 特別相談会

万世橋区民館7階
（外神田1-1-13） 2月25日（火）

10時～12時 講習会
14時～16時 相談会

講習会
電話とカメラの基本操作、再起動の方法、音声や二次元コードに
よる検索のコツなど、スマホの基本的な使い方を学ぶ

相談会
講習会での疑問点や困りごとなど最大30分マンツーマンで相談で
きる。予約が空いていれば、講習会の疑問もその日のうちに解決

特別相談会
“30分の相談では足りない”とい
う声に応えて、最大45分マン
ツーマンで相談できる会を用意

コールセンター
スマホの使い方が不安な方向けのコールセンターを開設
※個別の製品情報や通信会社の照会などには答えられない場合あり

chiyodx（ちよだっくす）

通常の相談会よ
り、じっくり相
談できるね！

講習会  教え方がとても上手で声のトーン

も間の取り方もよくて聞きやすいです

家族や仕事仲間との連絡でよく使うよう

になりました。写真も送るし、以前より

積極的になった気がします。これからは

常に持ち歩きます

定 20名（申込順）
内パラグアイ共和国大使
館協力企画。ニャンドゥ
ティを体験し交流する　
費 300円　申HPから問合せ先へ
問かがやきプラザ多世代交流担当（か
がやきプラザ4階）☎03-6265-6563

公開講座
プログラミング教室
micro:bitで無線通信に挑戦しよう
時 3月2日（日）13時30分～15時30分
場障害者福祉センターえみふる（神田
駿河台2-5）　定 8名（抽選）
内micro:bitの無線通信機能を使った
通信や、ゲームや便利グッズ作りに挑
戦する　
費 4,000円（micro:bit 2,000円、セン
サー2,000円）
申 HPで参加条件など確認のうえ、2
月20日（木）17時までにHP、電話、ファ
クス（6面記入例参照）または直接問合
せ先へ※当選者にのみ2月21日（金）に
通知
問障害者福祉センターえ
みふる☎03-3291-0600 
FAX03-3291-0608
他小学生以下の方は同伴付きで参加
可。自宅で通信機能を使いたい場合は
micro:bitが2枚必要、当日購入可

0120-313-089
平日10時～17時（年末年始を除く）

コール
センター

相談会  疑問に思っていたことが理解で

きました。今後も参加したいです

受講後の声 受講後のスマホ活用状況を聞きました。

参加者の口コミ

2 親子上映会＆読み聞かせ『からすのパンやさん』

参加するには予
約が必要です。
飛び入り参加は
できませんので
ご注意ください

千代田区コールセンター　☎ 03ー3264ー3910 　令和 7年 2月 5日号（8）生活ほっとライン

●広報千代田をお読みいただきありがとうございます。読み終わり不要となった際は、「資源」として、回収日に出していただけますと幸いです●



長唄三味線
ワークショップ・舞台で発表会

時ワークショップ＝3月8日（土）・9日
（日）・15日（土）・16日（日）（全4回）11
時～17時、発表会＝5月11日（日）
場ワークショップ＝関口ビル1F（新宿
区愛住町21）、発表会＝紀尾井ホール
（紀尾井町6-5）　対小学3年生以上
定各10名（三味線初心者クラス、長唄
クラス、三味線経験者クラス）（申込
順）
内初心者から経験者まで長唄三味線

を弾いて楽しむ。ワークショップに参
加した方は発表会に参加可
費ワークショップ＝大人1万円 、小
学生無料、発表会＝大人も小学生も参
加費1万円
申 3月1日（土）までにHP、電話または
Eメール（6面記入例参照／希望クラス
も記入）で問合せ先へ
問（一社）長唄東音会事業部
☎03-6823-4776　
nagautatouonkai.

business@gmail.com

ファミリーウエルネスマージャン
体験会

時 3月20日（木・祝）13時～16時
場かがやきプラザ1階ひだまりホール
（九段南1-6-10）　
対小学1年生（3/20時点）～24歳未満
の子どもを含む、どちらかが区内在
住・在勤・在学のペア　定 16組（32名）
内みんなが楽しめるマージャン体験
会。未経験者、デジ
タルゲームなどの経
験者、未経験者に分
かれ、手積み卓を使っ
てマージャンを楽し
む。各卓でスタッフ
が教えてくれる。井出洋介氏（健康
マージャン・ファウンダー／写真）の
お話もあり　費 1組500円
申 2月28日（金）までに電話、Eメール
（6面記入例参照）または直接問合せ先
へ
問 かがやきプラザ高齢者活動セン
ター（かがやきプラザ4階）
☎03-3265-1161
kagayaki@chiyoda-cosw.jp

帝京大学リカレントカレッジ
米国の新政権と今後の国際情勢

時 2月20日（木）14時～17時20分
場帝京大学霞ヶ関キャンパス（平河町
2-16-1平河町森タワー9階）
定 60名（申込順／定員を超えても区内
在住者は追加受け付け可）
内日米関係が大きな節目を迎え、混
沌とする世界情勢に日本はどう向き
合えばよいのか、国際社会の行方を
考える
申 2月19日（水）17時までにHPまたは
電話で問合せ先へ
問帝京大学冲永総合研究
所☎03-5213-4505（平日
10時～17時）

地域連携ネットワーク研修会
地域共生社会とチーム支援

時 2月20日（木）10時～12時
場かがやきプラザ4階研修室1・2（九段
南1-6-10）　
内国の成年後見制度利用促進基本計
画にある「権利擁護支援のための地域
連携ネットワークづくり」の一環とし
て、地域連携ネットワーク形成の重要
性や地域共生社会の
チーム支援を学ぶ
師 髙山直樹氏（東洋
大学福祉社会デザイ
ン学部社会福祉学科
教授／写真）
申 2月19日（水）まで
に電話、ファクスまたはEメール（6面
記入例参照）で問合せ先へ
問ちよだ成年後見センター
☎03-6265-6521 FAX03-3265-1902
kouken@chiyoda-cosw.jp

元気回復秋葉原電気街まつり
2025

時～2月28日（金）
場秋葉原電気街振興会キャンペーン
参加店
内「元気回復秋葉原電気街まつり参加
店」で3,000円以上の買い物をした方
に抽選クジを1
枚配布（なくな
り し だ い 終
了）。参加店で
利用できる1万
円、3,000円の
お買物券が抽
選で当たる。
参加者全員に
記念品をプレ
ゼント
問秋葉原電気街振興会事務局
☎03-3257-0568

　①全長220mの行幸通り地下ギャラリーでは色彩豊かな和傘照明と行燈
を連続して展示する「和あかりの路」を実施しています。②大手町エリアで
は、春の訪れを感じる桜や花柄の和傘照明演出を行い、日本の伝統美とビ
ル街の美しい調和を創出する「はるミネーション」を開催します。3日5日
（水）には和傘職人レクチャーのもと、和傘づくりを無料で体験できます。
時①行幸通り地下ギャラリー（和あかりの路）＝～2月28日（金）和傘照明＋
行燈・竹細工展示、②大手町エリア（はるミネーション）＝屋内展示：3月3
日（月）～4日（火）、屋内外展示：3月5日（水）～7日（金）、和傘づくり体験
＝3月5日（水）18時30分、19時30分（いずれも同じ内容、各45分程度）
※雨天の場合は屋内展示のみ※展示場所の詳細は二次元コードから確認を
問大丸有江戸情緒創出推進協議会☎03-3287-6181（三菱地所（株）エリアマ
ネジメント企画部内）

江戸にひかり 大 丸 有

江戸情緒あふれる景観創出事業

人材バンク活用講座・
区民自主企画運営講座

　令和7年度に九段生涯学習館で開催する生涯学習講座の企画案の募
集・説明会を行います。
対・内  下表　
問九段生涯学習館☎03-3234-2841
他募集要項は情報コーナー（区役所2
階）・出張所などで配布 （問合せ先の
HPからダウンロードも可）

時 2月14日（金）19時～20時、2月15日（土）10時～11時、
2月18日（火）10時～11時※いずれも同じ内容
場九段生涯学習館（九段南1-5-10）
申開催日当日までにHPまたは電話で問合せ先へ

人材バンク活用講座 区民自主企画運営講座

応募できる人 千代田区生涯学習人材バ
ンク登録者、登録希望者

在住・在勤・在学者5名以
上で構成されるグループ

企
画
講
座

開講回数 90分程度の講座を1～3回 120分程度の講座を3～5回
開講期間 7月～令和8年3月まで
受講対象者 区内在住・在勤・在学者
開催場所 九段生涯学習館、スポーツセンターなど

助成 講師謝礼として
1回につき1万円（上限）

講師謝礼として
1回につき2万円（上限）

提出締切 3月5日（水）（必着）
選考方法 企画書を書類選考の後、面談で決定

　人材バンク登録制度は専門的知識
や技能を持つ方を登録し、指導者や
講師を必要とするサークルなどに紹
介する制度です。
対 20歳以上の区内在住・在勤・在学で
各指導者の要件を満たす方
登録方法　事前に電話で提出日時を連絡のうえ、所定の申込書（HPか
らダウンロード可）を直接各問合せ先へ※提出時ヒアリングあり

要件　次のいずれかに当てはまる方
● 日本スポーツ協会が認定するスポーツ指導者（スポーツ
指導員・トレーナー・コーチなど）の資格保持者
● 小学校教育職員免許状や、中学・高校の体育科目の教育職員免許状
を持っており、学校などの教員の経験者
● 公的機関が認定したスポーツ指導者としての資格保持者
● 区・区体育協会・区スポーツ推進委員協議会などが行ったスポーツ
講習会などで、指導的立場で活動実績がある
問スポーツセンター（内神田2-1-8）☎03-3256-8444

要件　次のすべてを満たす方
● 健康で生涯学習活動に深い理解と熱意がある
● 文化・芸術・レクリエーション等の特技や学識を持ち、団体やサーク
ルの生涯学習活動の育成に指導や助力ができる
● 指導・活動を区内で行える
問九段生涯学習館（九段南1-5-10）☎03-3234-2841

スポーツ指導者

文化芸術講師

募集人材バンク登録者 を

説明会

企画案募集と説明会

行幸通り地下・大手町エリア展示

ミスアキバ2025
倉丸莉子さん

実施イメージ

区役所の代表電話　☎ 03ー3264ー2111（9） 　令和 7年 2月 5日号 生活ほっとライン

時=日時　場=会場　対=対象　定=定員　内=内容　師=講師　費=費用・料金（記載のない場合は無料）　締=締切り　申=申込方法　問=問合せ　他=その他　HP=ホームページ



この下は広告スペースです。内容は広告主にお問い合わせください

消費者だより
インターネットで契約する
旅行サービスに注意してください
　オンライン旅行の取り引きを行う業者は「OTA（Online Travel Agent、
オンライン旅行取引事業者）」と呼ばれます。OTAが運営するのは「旅行予
約サイト」といわれ、手軽に利用できますがトラブルも発生しています。

■相談事例
　旅行予約サイトで海外パッケージツアーを2名分申し込んだ。申し込み
後に同行する家族の名前を入力ミスしたと気づいた。パスポート取得予定
日がまだなので仮登録を修正してほしいと伝えたが、修正できないので取
り消して再登録となり、追加料金がかかると言われた。
■消費者へのアドバイス
・旅行予約サイトでは、サービス提供内容や、契約条件を十分に確認しま
しょう。申し込みを完了する前にキャンセル条件など契約内容をよく確認
し、スクリーンショットを撮り、保管してください。
・申し込み後は、予約確認メールやマイページを確認してください。予約
確認メールにはキャンセル条件などの契約内容が記されているので、よく
確認して、旅行終了まで大切に保管してください。また、業者に問い合わ
せを行った場合は、送信日時がわかるように内容を保管してください。
・旅行予約サイトを利用する前に運営業者の情報を確認してください。国
内OTAが運営するサイトは、旅行業法と標準旅行業約款が適用されます
が、海外OTAにはその適用はありません。安心して旅行予約サイトを利
用するためには、どの事業者とどんな条件で取り引きするのかが重要です。
　トラブルに遭ったときは、すぐに消費生活センターにご相談ください。
問消費生活センター☎03-5211-4314

固定資産税・都市計画税（23区内）
第4期分の納期は2月28日（金）
　6月に送付した納付書で、2月28日
（金）までに納めてください。
納付方法  スマートフォン決済アプ
リ、地方税お支払サイトからのクレ
ジットカードの利用、口座振替、金融
機関・郵便局のペイジー対応ATM、
インターネットバンキングやモバイル
バンキング、金融機関・郵便局・都税事
務所などの窓口、指定のコンビニエン
スストア
問千代田都税事務所☎03-3252-7141
■納税には安心・便利な口座振替のご
利用を
　口座振替の申し込み
は「都税Web口座振替
申込受付サービス」が便
利です。ダウンロード専用依頼書やハ
ガキ式依頼書でも申し込めます。
問主税局納税推進課☎03-3252-0955

令和7年度知多和育英会
奨学金の申請
　（一財）知多和育英会は、勉学意欲が
あり高い志を持ちながら経済的理由な
どで修学が困難な方に、修学上必要な
学資金の一部を援助（給付）します。
対次のすべてに当てはまる方
・令和6年12月1日時点で、満22歳未
満の区内在住者
・令和7年4月に4年制大学、または6
年制大学（国公立・私立）に新たに入学
する
定 3名（審査のうえ決定）
内月額5万円（大学在学期間の支給開
始初年度から4年制大学は通年4年間
まで、6年制大学は通年6年間まで）
申 3月26日（水）までに郵
送または直接問合せ先へ
問社会福祉協議会在宅サ
ポート係☎03-3265-1901
〒102-0074九段南1-6-10かがやきプ
ラザ4階　他詳しくはHPを参照

中学校夜間学級の生徒を募集

　小・中学校を卒業していない方や、
諸事情により中学校で十分に学べな
かった方の入学の相談に応じます。日
本語の勉強から始めるクラスもありま
す。夜間学級への入学条件や所在地な
ど詳しくは、お問い合わせください。
対 15歳以上の都内在住・在勤者
問墨田区立文花中学校夜間学級
☎03-3617-1562（14時以降）

講座・講習会バウチャー制度
　講座・講習会バウチャー制度は、区内の
大学やカルチャーセンターなどで講座や講
習会を受講した場合に、受講料の一部を補
助する制度です。
　申請がお済みでない方は、早めに申請し
てください。申請がお済みの方も、受講証
明書兼確認書と補助金申請書の提出が必要
です。
対区内在住者
対象受講期間　4月1日（月）～令和7年3月
31日（月）
補助額　受講料の2分の1（年間1万円まで
／1,000円未満の端数は切り捨て）
申請ガイドブック配布場所　問合せ先など
申 3月15日（土）20時（必着）
受講証明書兼確認書・補助金請求書提出締切日　4月15日（火）20時（必着）
申請を受理できない場合　次のいずれかに当てはまる場合は、申請の受
理不可
・受講者が区内在住ではない　・バウチャー対象講座ではない
・受講期間が年度内ではない　・申請期間を過ぎている
問九段生涯学習館☎03-3234-2841

3月15日（土）20時令和6年度の申請は まで
地域の課題解決に取り組む
ふれあいサロン活動助成金
　身近な場所で交流や仲間づくりなど
を行う自主運営のサロン活動を助成支
援します。
対非営利な公益的活動を行う、3人以
上のグループ（新規グループも可。ふ
れあいサロンとしての登録が必要）
助成要件　①介護予防型（高齢者）＝原
則月3回以上活動する②居場所型（高
齢者、障がい者、子育て中の方など）
＝原則月1回以上活動する
助成額　立ち上げ助成＝①立ち上げ経
費の半額（上限10万円）、活動助成＝
①上限24万円、②
上限10万円
対象期間　4月1日
（火）～令和8年3月
31日（火）
申 2 月 20 日（木）
（必着）までに所定
の申込用紙（問合せ先で配布、HPから
ダウンロードも可）に必要書類を添え
て直接問合せ先へ
問社会福祉協議会地域支
援課ボランティア係
☎03-6265-6522

積雪時の事故に注意しよう！！

　毎年12月～3月は、積雪や路面の凍
結により、転倒などの事故が発生しま
す。7時～9時の通勤・通学の時間帯が
多いため、時間に余裕をもって行動し
ましょう。事故を防ぐため、凍結した
路面や雪が積もっている場所はできる
だけ避け、ゴム長靴など靴底が滑りに
くいものを選びましょう。
　建物に設置のスプリンクラーや泡消
火、連結送水管などの設備は、凍結に
より配管の破損や誤作動が発生するお
それがあります。建物を管理する方は、
東京消防庁のHPをご確認ください。
　冬に限らず、救急出動件数は年々増
えています。救急車の適時適切な利用
にご協力をお願いします。
問丸の内消防署☎03-3215-0119、
麹町消防署☎03-3264-0119、
神田消防署☎03-3257-0119

千代田区コールセンター　☎ 03ー3264ー3910 　令和 7年 2月 5日号（10）

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。☎ 03-5211-4175 ☆
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多世代交流　楽楽ひろば

こころもからだもリラックス
セルフケアとアロマストーンづくり
時 3月6日（木）14時～16時
場 日建設計東京本社ビル（飯田橋
2-18-3）　定 20名（申込順）
内体操やモノづくりを通じて心と体
を整える
申 2月27日（木）までに電話で問合せ先
へ
問かがやきプラザ相談センター
☎03-3265-1165

第10回認知症ケア講座 
母の認知症と向き合った経験から

時 3月19日（水）14時～16時
場かがやきプラザ4階
研修室（九段南1-6-10）
対認知症ケアに関心の
ある方
定 50名（申込順）
内記憶を失っても、母らしくいられ
るのか。認知症になった母との暮らし
の中で発見したことを脳科学者とし
て、娘としての視点から語る
師恩蔵絢子氏（脳科学者／写真）
申 3月18日（火）までに電
話、ファクス、Eメール（6
面記入例参照）または直
接問合せ先へ
問かがやきプラザ研修センター
☎03-6265-6560 FAX03-3265-1162
jinzai@chiyoda-cosw.jp

ヤングケアラーを
知っていますか？
～千代田区の現状を知り、子どもが子ども
でいられる地域について考える会～
時 3月8日（土）10時～12時
場 万世橋出張所・区民館6階（外神田
1-1-13）　定 25名（申込順）
内ヤングケアラーについて学び、区
の子どもたちを支える地域づくりを考
える
申 3月7日（金）までに電話、ファクス、
Eメール（6面記入例参照）で問合せ先
へ
問社会福祉協議会アキバ
分室☎03-6285-2860 
FAX03-6285-2861
akiba@chiyoda-cosw.jp

災害時寄り添いサポーター
養成講座

時 3月13日（木）14時～16時
場アキバ分室開放スペースみりおん
（外神田1-1-13万世橋出張所・区民館
6階）　定 20名（申込順）
内災害時だけでなく、平時から配慮
が必要な方々の生活を支える基礎知識
を学ぶ
申 3月12日（水）までに電話、ファクス、
Eメール（6面記入例参照）で問合せ先
へ
問ちよだボランティアセンター
☎03-6265-6522 FAX03-3265-1902
volunteer@chiyoda-cosw.jp

すぽすたちよだクラブ
スタディ（文化学習）プログラム
■かんたん本格スイーツクッキング
時 3月13日（木）18時30分～20時30分
内春人参でキャロットケーキを作る。
カップケーキ仕立てで、チーズクリー
ムアイシング
の方法も学ぶ
費 1,800円、
非会員3,300
円　
締 3月11日（火）17時
■おうちでアジアごはん
時 3月16日（日）10時30分～12時30分
内 揚焼きの
油淋鶏と、花
椒を使ってた
たききゅうり
を作る　
費 1,500円、非会員3,000円　
締 3月14日（金）17時

いずれも
場スポーツセンター（内神田2-1-8）
定 8名（申込順）　申電話で問合せ先へ
問九段生涯学習館☎03-3234-2841　 
他すぽすたちよだクラブ非会員は、2
月10日（月）10時から申込受付。入会
希望の方は、スポーツセンター（☎03-
3256-8444）へ

千代田区軟式野球連盟
審判技術講習会

時 2月23日（日・祝）8時30分～16時
場花小金井運動施設（小平市花小金井

催し物の詳しい内容や会期中の休館日は、
各館へお問合せください。美術館・博物館美術館・博物館などのお知らせお知らせ

千秋文庫
催し物　佐竹家　狩野派絵師たち〈後期〉
会　期　2/12（水）～4/5（土）　問合せ　☎03-3261-0075

東京国立近代美術館
催し物　ヒルマ・アフ・クリント展
会　期　3/4（火）～6/15（日）　問合せ　☎050-5541-8600

東京ステーションギャラリー
催し物　生誕120年　宮脇綾子の芸術　

見た、切った、貼った
会　期　～3/16（日）　問合せ　☎03-3212-2485

二松学舎　大学資料展示室
催し物　「三島中洲と近代 其十」展
会　期　2/17（月）～4/19（土）　問合せ　☎03-3263-6364

日本カメラ博物館
催し物　昭和100年記念　昭和のカメラ物語　第一部：1926-1954
会　期　2/11（火・祝）～6/22（日）　問合せ　☎03-3263-7110

半蔵門ミュージアム
催し物　平山郁夫《想一想》と昭和期の日本画家たち
会　期　～3/30（日）　問合せ　☎03-3263-1752

HOSEIミュージアム
催し物　2024年度秋学期テーマ展示

「正岡子規文庫と図書館の戦後復興」
会　期　～4/26（土）　問合せ　☎03-3264-6501

三菱一号館美術館
催し物　「異端の奇才－ビアズリ－」展
会　期　2/15（土）～5/11（日）　
問合せ　☎050-5541-8600（ハローダイヤル）

明治大学博物館
催し物　発掘と発見の考古学・明大考古学の75年
会　期　～3/15（土）　問合せ　☎03-3296-4448

靖國神社遊就館
催し物　終戦八十年戦跡写真展～今も残る英霊の足蹟～
会　期　3/1（土）～12/7（日）　問合せ　☎03-3261-8326

大妻女子大学博物館
催し物　特別展　

長尾雨山とその交友－書画文墨趣味ネットワークの人々
会　期　～2/28（金）

　　
問合せ　☎03-5275-5739

科学技術館
催し物　数と原理を考える～マスレチック・ランド～
会　期　2/10（月）～3/18（火）

　　
問合せ　☎03-3212-8544

共立女子大学博物館
催し物　コレクション展

「和と洋が出会う博物館　共立女子大学コレクション・10」　
会　期　～3/22（土）

　　
問合せ　☎03-3237-2665

皇居三の丸尚蔵館
催し物　瑞祥のかたち　
会　期　～3/2（日）

　　
問合せ　☎050-5541-8600

国立公文書館
催し物　第3回企画展「「普選」と「婦選」－選挙権の拡大とその歴史－」
会　期　～2/24（月・振休）

　　
問合せ　☎03-3214-0621

JCIIフォトサロン
催し物　明治から昭和の写真館物語 写真師・宮下 欽の一族
会　期　～3/2（日）

　　
問合せ　☎03-3261-0300

衆議院憲政記念館
催し物　企画展示「人物シリーズ『継』第2回　伊藤博文・山縣有朋」
会　期　～3/30（日）　問合せ　☎03-3581-1651

しょうけい館
催し物　冬の企画展「漫画家 水木しげる（武良 茂）と戦争」
会　期　～3/2（日）　問合せ　☎03-3234-7821

昭和館
催し物　写真展「石川光陽写真展（第2期）戦時下の東京」
会　期　3/1（土）～6/29（日）　問合せ　☎03-3222-2577

静嘉堂文庫美術館（静嘉堂＠丸の内）
催し物　豊原国周生誕190年 歌舞伎を描く－秘蔵の浮世絵初公開！
会　期　～3/23（日）　問合せ　☎050-5541-8600

南町3-2-7）
対区内在住・在勤で野球
に興味がある方
申 2月17日（月）（必着）ま
でにHPまたはEメール（6面記入例参
照）で問合せ先へ
問千代田区軟式野球連盟・菅野
☎090-8476-5887
kanno1a.7210sora@gmail.com

プロコーチから学ぶ！
春のランニング教室

時①レースペースを意識したラン＝3
月13日（木）9時30分～11時30分②
レースペースを意識したラン＝3月27
日（木）19時～21時
場スポーツセンター（内神田2-1-8）
対 16歳以上の方
定各15名（抽選／区内在住者を優先）
内体の仕組みやトレーニング方法、
マラソン大会へ向けての準備などを学
ぶ。走る距離＝①7～10㎞②8～12㎞
費各回1,000円
申 2月20日（木）（必着）までにHPまた
は往復ハガキ（1人1枚／6面記入例参
照／性別・希望日〈両日も可〉も記入）で
問合せ先へ※2月28日（金）までに当選
を通知
問スポーツセンター
☎03-3256-8444
〒101-0047内神田2-1-8
他ランニングができるシューズ・服装
※天候によって室内講習になる場合
や開催内容が変更・中止になる場合
あり
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　曲亭馬琴、十返舎一九、喜多川歌麿、葛飾北斎、東洲斎写楽、etc. 蔦屋重三郎は、歴史の授業でも習う著名な作家を数多く見いだし、世に
送り出しました。当時の出版は、版元が企画から販売までを行い、作品のプロデュースをしていましたから、江戸のメディア王と言わしめる
のも納得。今後ドラマでどのように描かれていくのか楽しみです。（小山）

時 3月20日（木・祝）　場スポーツセンター（内神田2-1-8）　対バレーボール・水泳＝小学4年生～6年生、空手＝小学1年生～6年生　
定バレーボール＝30名、水泳・空手＝各40名（抽選／区内在住者を優先）
内各競技別のクリニックで仲間との絆を深めスポーツのすばらしさを楽しむ
申 2月20日（木）までにHPから申し込み（1人1競技）※バレーボールは経験者限定、水泳は25m以上泳げる方限定
問スポーツセンター☎03-3256-8444
持ち物　バレーボール＝運動ができる服装・室内シューズ、水泳＝水着・キャップ・ゴーグル、空手＝運動ができる服装※開催内容が変更・中止
になる場合あり。開催内容詳細はHPを参照

スポーツセンターでオリンピアンと一緒にスポーツ体験をしよう！

時 10時～11時30分
場プール

時 10時～11時30分　
場主競技場

バレーボール教室　
時 10時～11時30分
場柔道場

空手教室水泳教室

スポーツミライチャレンジスポーツミライチャレンジ

時 3月6日（木）18時30分～21時30分予定（18時開場）
場日比谷図書文化館地下1階日比谷コンベンションホール（大ホール）
（日比谷公園1-4）　定 200名（申込順）
内特別展「実録 桜田門外の変」の関連イベント。現代では映画という
ツールで歴史上有名な事件をどう伝えるのかを考える
費 500円＋特別展入場
料※特別展入場券をす
でにお持ちの方はご提
示ください
申HP、電話または直接
問合せ先へ
問日比谷図書文化館
☎03-3502-3340

特別展
「実録 桜田門外の変」
時 2月8日（土）～3月
24日（月）※詳しくは
HPで確認を

▲展覧会特設
ページ

時 3月3日（月）～9日（日）
（当日直接会場へ）
場 内幸町ホール（内幸町
1-5-1）
定 180名（先着順）
内区内を主な活動拠点と
する文化活動団体の成果
発表会
出演　大江戸助六太鼓、
朗読赤十字奉仕団、リル
シャンテ、ラルモニーセ
レスト、和の音の集い、
Lani 'Ohana、千代田区
文化芸術協会、ラルバ ベ
ルカント ソサエティ、山
村組
問内幸町ホー
ル管理事務室
☎03-3500-
5578
他参加団体の出演日時、
公演内容は
HPを参照

大沢たかお出演映画
「桜田門外ノ変」上映会

― 特別展関連イベント―

日比谷図書文化館
特別展「実録 桜田門外の変」 関連イベント内幸町ホール開催

みんなで来て来て！内幸町エンタメフェス開幕！

2010『桜田門外ノ変』製作委員会
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千代田区コールセンター　☎ 03ー3264ー3910 　令和 7年 2月 5日号（12）生活ほっとライン

本紙の情報は変更となる場合があります。 最新の情報は区のHPなどや問合せ先へご確認ください。




